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香
川
高
齢
協
は
組
合
員
数

三
千
人
を
目
指
し
て
い
ま
す 

 

高
齢
者
生
活
協
同
組
合(

高
齢
協)

は

み
ん
な
で
出
資
し
、
社
会
に
役
立
つ
事
業

や
活
動
を
行
う
非
営
利
組
織
で
、
当
組
合

を
含
め
全
国
19
の
都
道
府
県
に
高
齢
協

が
あ
り
ま
す
。 

『
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
し
な
い
。
』

『
元
気
な
高
齢
者
が
も
っ
と
元
気
に
。
』

『
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ

う
。
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
組
合
員
は
全

国
で
約
５
万
人
、
事
業
規
模
は
約
70
億

円
に
ま
で
成
長
。<

生
き
が
い
・
福
祉
・

仕
事
お
こ
し>

の
事
業
・
活
動
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
す
べ
て
の
世
代
が
共
に
支
え

あ
う
、
福
祉
の
あ
る
町
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

香
川
高
齢
協
に
お
い
て
も
、
こ
の
三
つ

の
事
業
・
活
動
を
軸
に
展
開
。
高
齢
者
自

身
が
主
体
的
に
参
加
し
、
高
齢
者
同
士
や

他
世
代
と
の
交
流
・
連
携
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は<

生
き
が
い>

で
は
合
唱

団
や
劇
団
を
は
じ
め
、
ダ
ン
ス
や
麻
雀
と

い
っ
た
趣
味
を
楽
し
む
約
12
の
グ
ル
ー

プ
・
同
好
会
が
あ
り
、
感
染
対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
活
動
の
幅
を
広
げ
、
豊
か
な
高

齢
期
を
過
ご
す
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た<

福
祉>

に
お
い
て
は
住
宅
型
有

料
老
人
ホ
ー
ム
「
ひ
だ
ま
り
村
」
を
は
じ

め
、
訪
問
介
護
事
業
所
や
通
所
介
護
事
業

所
な
ど
を
展
開
。
要
介
護
者
の
容
態
や
希

望
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
生
活
向
上
に
繋
げ

て
い
る
こ
と
が
特
長
で
す
。 

 

さ
ら
に<

仕
事
お
こ
し>

で
は
、
年
金
プ

ラ
ス
α
の
収
入
を
得
る
働
き
方
を
旗
印

に
、
誰
か
の
生
活
の
困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
べ
く
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
高

齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
し

て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

 

志
を
共
有
す
る
香
川
高
齢
協
の
組
合

員
諸
兄
姉
に
は
今
一
度
、
組
織
の
活
動
内

容
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
増
資
お
よ

び
新
規
組
合
員
の
獲
得
に
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

香
川
高
齢
協
で
は
そ
の
存
続
は
も
と

よ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
三
千
人

の
組
合
員
数
を
当
面
の
目
標
に
設
定
し

て
仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

支
え
ら
れ
る
存
在
か
ら
社
会
を
支
え

る
存
在
と
な
る
組
織
を
目
指
し
、
仲
間
と

共
に
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

※
お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
協
本
部
ま
で 

☎
〇
八
七-

八
九
九-

六
三
一
一 

 

 ２０２４年 3月１日 発行   年間購読料１２００円 発行責任者 池田章子  

            

   香川県高齢者生活協同組合 ２０２４年 第２２６号 （３・４月号）  

                                                                                                                    

                

 

http://www.kagawa-koureikyou.org  ＦＡＸ 087-899-6312  

    今月のお知らせ   

●福祉事業部 

●通常総代会開催のお知らせ 

●PickUpひだまり人 

●理事会だより 

●労働者協同組合法⑤ 

●生きがい事業部 

●健康のページ 

●エッセイ（第 11回） 

●３・４月の予定 

 

〒761-1705 高松市香川町川東下 1190-1  ＴＥＬ  087-899-6311 

ホームページ 
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牟
礼
ひ
だ
ま
り 

牟
礼
ひ
だ
ま
り
で
は
、
1
月
4
日
、

5
日
の
二
日
間
に
分
け
て
、
車
で
白
羽

神
社
に
機
能
訓
練
を
兼
ね
て
初
詣
に

行
き
ま
し
た
。  

           

天
気
も
良
く
「
お
正
月
に
初
詣
に
行

け
て
な
か
っ
た
の
で
、
今
日
来
れ
て
う

れ
し
い
」「
以
前
は
毎
年
行
っ
た
け
ど
、

何
年
も
行
け
て
な
か
っ
た
の
で
、
久
し

ぶ
り
に
来
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」「
今
年
も

お
参
り
に
来
た
け
ど
、み
ん
な
と
一
緒

に
参
れ
て
よ
か
っ
た
」
等
、た
く
さ
ん
喜

び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

             

神
社
で
は
参
拝
者
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
ゆ
っ
く
り
と
三
対
の
狛
犬
を
見
た

り
、
境
内
を
散
策
し
た
り
し
な
が
ら
参

拝
が
出
来
ま
し
た
。 

車
中
か
ら
見
え
た
山
茶
花
も
き
れ

い
で
、
車
で
外
出
す
る
こ
と
で
気
分
転

換
も
で
き
て
、
会
話
も
弾
ん
で
楽
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ひ
だ
ま
り
川
島 

２
月
３
日
は
節
分
と
い
う
こ
と
で
、

ひ
だ
ま
り
川
島
で
は
職
員
が
鬼
に
な
っ

て
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。 

        

普
段
大
人
し
い
利
用
者
様
も
、
鬼
を

外
に
出
そ
う
と
本
気
を
出
し
ま
し

た
！
ひ
だ
ま
り
川
島
に
福
が
来
る
よ

う
に
、み
ん
な
で
豆
ま
き
を
楽
し
ん
だ

一
日
で
し
た
。 
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香
川
ひ
だ
ま
り 

1
月
5
日
に
、
利
用
者
様
と
田
村

神
社
へ
初
詣
に
行
き
ま
し
た
。 

独
歩
の
方
は
、
本
殿
の
階
段
を
し
っ

か
り
と
上
り
、
お
賽
銭
を
入
れ
て
参
拝

さ
れ
ま
し
た
。 

        

田
村
神
社
に
は
、
今
年
の
干
支
で
あ

る
龍
の
昇
運
金
龍
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
龍
の
下
に

は
、
小
判
が
た
く
さ
ん
奉
納
さ
れ
て
お

り
、じ
っ
く
り
観
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

      

当
日
は
、１
月
と
し
て
は
気
温
も
高

く
天
候
も
良
か
っ
た
た
め
、
ゆ
っ
く
り

参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
初

詣
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

ひ
だ
ま
り
村 

～
ふ
れ
あ
い
交
流
会
～ 

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
目
的

に
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
「
ふ
れ
あ

い
交
流
会
」
が
2
月
２５
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
約
25
名
が
参
加
。
池
田
理
事
長
が

香
川
高
齢
協
の
概
要
を
説
明
し
た
あ

と
、伊
賀
副
理
事
長
や
松
本
専
務
ら
が

各
事
業
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。 

      

と
く
に
ひ
だ
ま
り
倶
楽
部
の
霊
廟

や
、
生
き
が
い
事
業
の
同
好
会
活
動
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
質
問
も
出
て
、
さ

っ
そ
く
隣
接
す
る
ひ
だ
ま
り
麻
雀
会
の

サ
ロ
ン
を
見
学
す
る
人
も
い
ま
し
た
。 

た
だ
こ
の
日
の
目
玉
は
な
ん
と
い
っ

て
も
昼
食
で
、
鶏
も
も
肉
を
使
っ
た
鶏

天
や
信
田
巻(

煮
物)

、
焼
き
鮭
、
キ
ュ

ウ
リ
の
酢
の
物
な
ど
豪
華
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
ワ
ン
コ
イ
ン
の
百
円
で
提
供
。 

「
料
亭
の
お
膳
み
た
い
!
」
と
感
動

の
声
も
聞
こ
え
、
献
立
を
考
案
し
、
厨

房
で
走
り
回
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
を
安

堵
さ
せ
ま
し
た
。 

          

会
で
は
鉄
道
唱
歌
の
替
え
歌
な
ど

を
み
ん
な
で
唄
っ
た
り
、ク
イ
ズ
な
ど

で
交
流
。「
ひ
だ
ま
り
村
が
本
当
に
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
場
所
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
」
と
参
加
者
が
い
え
ば
、

池
田
理
事
長
も
「
ぜ
ひ
定
期
的
に
開
催

し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
ひ
だ
ま
り
村
の
こ

と
、そ
し
て
香
川
高
齢
協
の
存
在
を
多

く
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 
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◎草刈り、植木の剪定、剪定のお手伝い、引越し手伝い、廃材処理

◎登録して頂くと、あなたの時間、

　　できることを誰かのためのサポート側として活躍してみませんか。

◎年金プラスαの収入を得る働き方をめざします。

◎仕事の依頼もご相談下さい。 仕事おこし事業部

☎080-2990-4586（森岡）

仲間を募集しています。

2024年度第 26回通常総代会の開催について 

定款第 50 条に基づき、香川県高齢者生活協同組合第 26 回通常総代会を 

開催いたします。 

記 

日  時   2024年 6月 23日(日) 14時～ 

場  所   丸亀町レッツホール 

住  所   高松市丸亀町 1-1 高松丸亀町壱番街東館 4階 

 

   
 

 ●ことでん「片原町駅」から徒歩で約 5分 

 ●JR「高松駅」、もしくはことでん「高松築港駅」から高松丸亀町壱番街まで徒歩で約 15分 

  ※第 10回定時社員総会は、高齢協本部会議室にて 2024 年 6月 18日に開催 

(第 1回理事会と同日開催)いたします。 
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「高齢者に起こりうる身近な問題を、笑いとユーモア交えて啓もう」 

2004 年 7 月、サンポートホール高松での旗揚げ公演「すてたらあかん」から 20 年の節

目。「平均年齢 75歳の高齢者劇団。皆なかなか台詞も覚えられず、苦労もありましたが、観

客のエールに毎回励まされています」としみじみ語る。 

 認知症や特殊詐欺など高齢者を取り巻く問題を巧みに捉えて啓もうするだけでなく、時代

劇や朗読劇、ミュージカルまで引き出しは豊富。「お芝居を通じて生きるヒントを提供できて、な

お観る側も演じる側も元気になれば」というのが純粋な願いで、それが今年 6 月で 89 歳を迎

える小西団長の原動力でもある。 

 愛知万博「愛・地球博」から地域のコミセン、小学校など様々な舞台をこなしてきたが、今年

は 20 周年の節目として記念公演も計画。「あくまで通過点。若い人材を育てていくことも課題」

と静かに使命感を燃やす。自身も 60 歳から芝居をはじめ、「もう一人の自分に出逢えた」と感

慨深げ。『さぬきの寅さん』の異名も持ち、独演のシルバー川柳などで笑いの世界へ誘うテクニ

ックはまさに真骨頂だ。 

 一方、趣味の水彩画がリフレッシュの時間。もともと看板制作会社の代表を務めていただけ

あって、絵を描くセンスも抜群。石原裕次郎や浅丘ルリ子、最近では東かがわ市出身の笠置シズ

子(↓写真)も描き上げる実力は余人をもって代えがたい。 

 やなせたかしさんの「ひとはひとをよろこばせるために生まれた」を地で行く好々爺。一筋

に歩んだ文化・芸術の道で円熟味を極めつつ、老いてますます盛ん也。 

高齢協劇団「エルダーキャッツ」 

団 長 

小西 金太郎さん 特別公演「白髪源内」(2021年)より 
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2024 年 第 7 回理事会 1/16(火)開催  

《審議事項》 

 

□ 駐車場管理人業務契約について次期更新の可否を協議した 

□ （続）壱番街駐車場 1F 管理事務所の改善についての検討 

  壱番街と再協議しながら、当方主導で改善していくことに 

  した 

□  2024 年総代会開催について 

役員と総代の改選についての検討を行う 

□  組合員強化月間の取組みについて 

2 月 25 日実施の「ふれあい交流会」についての趣旨説明が 

なされた 

 

《報告事項》 

 

▽  11 月度（単月・累計）収益状況について報告 

▽  「グルメと散策を楽しむ会」と「さぬき満月会」が生きがい事    

業部に加入します 

 

 
 
 
 
 

                 

《理事会だより編集 伊賀昌吾》 

 

香川高齢協の組織状況 

２０２3 年 12 月末現在 

組合員数 2,698 名 

出資金額 17,994 千円 

昼食も手作りで、利用者の方が安心してすごせるよう、家庭的な
雰囲気でスタッフ一同お待ちしています♪

〒761-0121高松市牟礼町牟礼2540番地16（洲崎寺近く）

TEL 087-845-7182・FAX 087-845-7189

牟礼ひだまり
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あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
? 

『労
働
者
協
同
組
合
法
』
⑤ 

 

労
働
者
協
同
組
合
法
は
、
労
働
者
協

同
組
合
の
設
立
や
運
営
、
管
理
な
ど
に

つ
い
て
ま
と
め
た
法
律
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
、こ
の
法
律
の
基
本
原

理
や
組
合
員
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
「
も
っ
と
知
り
た
い
、
労
働
者

協
同
組
合
法
の
こ
と
」
と
題
し
て
、Ｑ

＆
Ａ
方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

Ｑ 

【
設
立
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

で
す
か
?
】 

Ａ 

準
則
主
義
に
よ
る
も
の
と
し
、３

人
以
上
の
発
起
人
が
い
れ
ば
設
立
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、ひ
だ
ま
り
新
聞

２
２
４
号
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ 

【
定
款
に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を

記
載
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
?
】 

 

Ａ 

記
載
義
務
の
あ
る
事
項
は
15
項

目
あ
り
、「
名
称
」「
事
務
所
の
所
在
地
」

な
ど
、
会
社
や
他
の
協
同
組
合
と
共
通

す
る
事
項
に
加
え
て
、
労
働
者
協
同
組

合
法
に
お
け
る
特
徴
的
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
特
徴
的
な
記
載
と
し
て
、「
事

業
を
行
う
都
道
府
県
の
区
域
」「
組
合

員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
方
策
に
関

す
る
規
定
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

Ｑ 

【
労
働
者
協
同
組
合
に
は
ど
の
よ
う

な
機
関
が
置
か
れ
る
の
で
す
か
?
】 

 
Ａ 
《
必
ず
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
》 
・
総
会 

・
理
事
会(

理
事
全
員

で
構
成)
組
合
の
業
務
執
行
に
つ
い
て

は
理
事
会
で
決
定
さ
れ
ま
す 

・
理
事

(

少
な
く
と
も
３
名) 

・
監
事(

１
名) 

《
定
款
で
定
め
て
置
く
こ
と
が
で
き
る

も
の
》 

・
総
代
会(

組
合
員
総
数
が
２
０

０
名
を
超
え
る
場
合) 

・
組
合
員
監
査

会(

組
合
員
総
数
が
２
０
人
以
下
の
場

合) こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
労
働
者
協

同
組
合
の
機
関
設
計
は
次
の
３
通
り
で

す
。 

・
総
会
＋
理
事
会
＋
監
事 

・
総
会
＋
理

事
会
＋
組
合
員
監
査
会 

・
総
会
＋
総

代
会
＋
理
事
会
＋
監
事 

※
組
合
員
監

査
会
を
設
け
る
場
合
は
、
監
事
の
設
置

業
務
が
発
生
し
ま
せ
ん
。 

 

Ｑ 

【
理
事
お
よ
び
監
事
の
任
期
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
?
】 

 

Ａ 

理
事
の
任
期
は
２
年
以
内
の
定
款

で
定
め
る
期
間
、
監
事
の
任
期
は
４
年

以
内
の
定
款
で
定
め
る
期
間
で
す
。 

 

Ｑ 

【
総
会
、
理
事
会
で
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
決
め
る
の
で
す
か
?
】 

 

Ａ 

総
会
の
議
決
事
項
は
、
定
款
の
変

更
な
ど
６
項
目
で
す
。
議
事
は
原
則
、

出
席
者
の
議
決
権
の
過
半
数
で
決
さ

れ
ま
す
。
定
款
変
更
や
解
散
、
除
名
等

の
重
要
事
項
は
総
組
合
員
数
の
半
分

以
上
の
出
席
、
議
決
権
の
３
分
の
２
以

上
の
多
数
に
よ
る
議
決
が
必
要
で
す
。 

 

ま
た
理
事
会
で
は
、
総
会
で
の
議
決

事
項
を
前
提
に
、そ
の
個
別
具
体
的
な

業
務
執
行
を
決
め
ま
す
。
理
事
会
は
、

理
事
の
中
か
ら
代
表
理
事
を
選
定
し

ま
す
。
さ
ら
に
決
算
関
係
書
類
等
の
承

認
も
行
い
ま
す
。 

Ｑ 

【
設
立
す
る
法
人
の
名
称
を
決
め
る

に
あ
た
っ
て
、
注
意
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
?
】 

 

Ａ 

名
称
中
に
「
労
働
者
協
同
組
合
」
と

い
う
文
字
を
用
い
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
他
の
法
人

(

株
式
会
社
や
生
活
協
同
組
合
な
ど)

と
間
違
わ
れ
る
文
字
を
用
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
労
働
者
協
同
組
合
で
な
い

者
が
労
働
者
協
同
組
合
と
い
う
名
称

を
使
う
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。 

 

Ｑ 

【
出
資
金
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
必
要
で

す
か
?
】 

 

Ａ 

出
資
金
は
株
式
会
社
の
資
本
金
に

該
当
す
る
も
の
で
す
。
組
合
員
そ
れ
ぞ

れ
が
一
口
以
上
出
資
し
、
最
初
に
必
要

な
額
は
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

 

※
次
号
で
は
、
さ
ら
に
Ｑ
＆
Ａ
で
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
株
式
会
社
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
他
の
法
人
組
織
と
の

違
い
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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所在不明組合員のみなし自由脱退に関する公告 

 

 

定款第 10条第 2項及び所在不明組合員のみなし自由脱退手続きに関する規約に基づ

き、住所の変更届が 2年間行われず、2期連続して通知書等が宛先不明で返送され電話連

絡でも所在を確認できなかった組合員を自由脱退の予告があったものとみなし、みなし自

由脱退対象者とします。 

 

所在不明組合員の名簿は高齢協の本部事務所の店頭に設置する掲示板に公告していま

す。 

 

公告期間 2024年 2月 1日から 2024年 3月 15日 

 

 

公告期間中に住所変更の申し出があった場合はみなし自由脱退対象者から除外します。 

申し出がない所在不明組合員は、2024年 3月 31日をもってみなし自由脱退による脱退

手続きを行います。 

 

上記の名簿以外の方も、住所変更があった場合は、随時ご連絡をお願いいたします。 

 

香川県高齢者生活協同組合 

代表理事 池田章子   

 

※次号の 「ひだまり新聞」5・6号は、総代会議案書送付のため、通常は5初旬のところ、5月下

旬の発刊となります。組合員の皆様にはご不便をおかけいたしますが、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

 

 

警備していただける人（未経験者大歓迎）を募集  

急 募 
未経験者でも大丈夫です 丁寧にご指導いたします。 

皆さん！ すぐに、活躍できますよ 初任者研修後 

制服貸与 勤務地、勤務日は、相談可 兼業もOK！ 

いつでも、お気軽にご連絡ください。 
 

警備事業責任者 川西 080-2851-4338 又は、本部 087-899-6311 まで 

＊組合員の皆さまも、ぜひともお近くのお知り合いの方をご紹介下さい 
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「
生
き
が
い
事
業
部
」
活
動
紹
介

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会 

「
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会
」
は
平
成
19

年
9
月
に
設
立
し
て
、
18
年
目
を
む

か
え
て
い
ま
す
。
社
交
ダ
ン
ス
は
、
姿

勢
を
よ
く
し
て
踊
る
こ
と
で
健
康
に

な
り
、
仲
間
と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
認
知

症
予
防
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

今
は
、
川
原
先
生
の
指
導
の
下
、
年

一
回
の
発
表
会
に
向
け
て
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
毎
週
金
曜
日
、
木
太
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
13
時
～

15
時
に
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。 

会
員
は
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん

で
踊
っ
て
い
ま
す
の
で
是
非
一
度
見
学

に
い
ら
し
て
下
さ
い
。
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。 

〇
九
〇-

四
五
〇
一-

三
四
二

三(

木
村) 

      

麻
雀
を
楽
し
む
会 

▼
「
麻
雀
は
、
老
後
の
生
活
の
一
部
で

す
。
ゲ
ー
ム
中
は
辛
抱
の
二
文
字
」
河

井
徳
夫
82
歳 

▼
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
」
井
村
浩
志
72
歳 

▼
「
定
年
後
、
認
知
症
予
防
を
目
的
に

麻
雀
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
」
寺
田
順
一

78
歳 

▼
「
ボ
ケ
防
止
で
楽
し
み
な
が

ら
永
く
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
武
上

匡
智
75
歳 

▼
「
入
会
し
は
や
15
年
、

週
二
回
の
麻
雀
が
ス
ト
レ
ス
解
消
唯 

一
憩
い
の
場
所
で
す
」
三
好
一
已 

▼

「
入
部
し
て
も
う
20
年
、
麻
雀
の
時
間

が
生
活
の
張
り
で
楽
し
い
で
す
」
吉
田

孝
子
76
歳 

麻
雀
を
楽
し
む
会 
会
長 

河
井
徳
夫

(

活
動
場
所 

高
松
市
木
太
町
一
三
三

三-

一
四 

自
宅
車
庫
2
階 
毎
週
月

曜
・
火
曜
11
時
４５
分
～
15
時
30
分 

〇
八
七-

八
九
九-

六
三
一
一(

本
部) 

 

     

グ
ル
メ
と
散
策
を
楽
し
む
会 

四
季
の
移
ろ
い
を
楽
し
み
、
美
味
し

い
料
理
で
癒
さ
れ
、
香
川
県
高
齢
者
生

活
協
同
組
合
の
ス
タ
ッ
フ
や
友
人
と
の

親
睦
を
深
め
る
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

1
回
目
は
雲
辺
寺
と
父
母
ヶ
浜
に

行
き
ま
し
た
。
燃
え
る
よ
う
な
夕
日
に

引
き
潮
。
海
外
に
ト
リ
ッ
プ
し
た
感
覚

を
感
じ
ま
し
た
。 

2
回
目
12
月
16
日
(土)
の
企
画
は

天
分
水
の
手
作
り
豆
腐
を
堪
能
し
、
ま

ん
の
う
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

観
に
行
き
ま
し
た
。
点
灯
の
際
、「
う
わ

～
! 

素
敵
!
」
の
声
。
そ
れ
ま
で
感

じ
て
い
た
寒
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
素
晴

ら
し
い
風
景
で
し
た
。 

3
回
目
は
3
月
24
日
(日)
、
霧
の

森
で
ゆ
る
り
と
し
た
時
間
を
感
じ
な

が
ら
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
、
川
之
江

城
か
ら
見
下
ろ
す
瀬
戸
内
海
の
和
や

か
な
海
を
見
に
行
き
ま
す
。
〇
九
〇-

四
九
七
四-

八
四
五
七(

二
宮) 
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丸
亀
町
ク
リ
ニ
ツ
ク
通
信
㉖ 

い
つ
も
丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
お
引

き
立
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
回
は
感
謝
を
込
め
て
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
の
よ
も
や
ま
話
を
お
伝
え
し

ま
す
。 

 

「贈
り
物
の
船
」 

 

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
さ

ん
か
ら
船
の
模
型
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
方
は
手
先
が
す
ご
く
器
用
で
、

今
ま
で
何
艘
も
の
船
の
模
型
を
造
ら

れ
た
そ
う
で
す
。 

        

今
回
い
た
だ
い
た
船
は
「
氷
川

丸
」・・・
。
横
浜
の
山
下
公
園
に
あ
る
と

い
う
事
く
ら
い
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、こ
の
機
会
に
「
氷
川
丸
」
に
つ
い
て

少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

             

氷
川
丸
は
日
本
郵
船
が
一
九
三
〇

年
に
シ
ア
ト
ル
航
路
用
に
建
造
し
た

貨
客
船
で
す
。 

当
時
最
新
鋭
の
船
と

し
て
竣
工
し
ま
し
た
。
戦
争
中
は
海
軍

特
設
病
院
船
と
な
り
、
終
戦
ま
で
に
三

回
も
触
雷
し
ま
し
た
が
沈
没
を
逃
れ

戦
後
は
貨
客
船
に
戻
り
、シ
ア
ト
ル
航

路
に
復
帰
。
船
齢
三
十
年
に
達
し
第
一

線
を
退
く
ま
で
に
、
太
平
洋
横
断
二
百

五
十
四
回
、船
客
数
は
二
万
五
千
余
名

と
、活
躍
し
ま
し
た
。 

一
九
六
〇
年
に
引
退
し
た
後
、翌
年

よ
り
山
下
公
園
前
に
係
留
保
存
さ
れ
、

二
〇
〇
八
年
に
「
日
本
郵
船
氷
川
丸
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
戦
前
の
日
本
で
建
造
さ
れ
た
現

存
す
る
唯
一
の
貨
客
船
で
あ
り
、
造
船

技
術
や
客
船
の
内
装
を
伝
え
る
貴
重

な
産
業
遺
産
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、

二
〇
一
六
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
そ
う
で
す
。（
日
本
郵
船
氷
川

丸
Ｈ
Ｐ
よ
り
） 

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
船
の
模
型
が

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
待
合
室
に
鎮
座

し
て
い
ま
す
。
病
院
船
だ
っ
た
と
い
う

の
も
何
か
の
縁
を
感
じ
ま
す
。
お
越
し

の
際
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
精
巧
な

つ
く
り
に
驚
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
！ 

ち
な
み
に
こ
の
模
型
を
造
ら
れ
た

方
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
受
付
に
飛
沫

感
染
防
止
の
ア
ク
リ
ル
の
衝
立
も
作
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
重
ね
重
ね
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

       

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
・・・「
高
齢
協
の
仕
事
人
」
和
田
正

文
さ
ん
！ 

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
い
ろ
い
ろ
な

方
に
支
え
ら
れ
て
航
海
を
続
け
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

宮
川 

芳
幸 
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郷
愁 

年
の
瀬
に
な
る
と
い
つ
も
思
い
出
す
の
は

ふ
る
さ
と
の
餅
つ
き
の
情
景
だ
。 

人
生
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
こ
の
頃
が

一
番
懐
か
し
さ
を
と
も
な
っ
た
良
き
時
代
だ

っ
た
よ
う
に
思
う
。
幼
い
な
が
ら
も
先
生
を

敬
い
、
家
庭
で
は
親
を
尊
敬
し
て
い
た
。
そ

れ
は
誰
に
教
わ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

知
ら
ず
知
ら
ず
に
身
に
つ
い
て
い
た
よ
う
な

気
が
す
る
。 

あ
れ
か
ら
七
十
年
以
上
も
時
は
流
れ
た
。

今
で
は
両
親
は
も
と
よ
り
、
兄
も
姉
も
も
う

こ
の
世
に
は
い
な
い
。
姉
に
手
を
引
か
れ
て

ひ
と
山
越
え
た
隣
町
の
小
学
校
に
通
い
始
め

た
と
き
、
身
体
の
弱
か
っ
た
私
は
す
ぐ
に
学

校
に
行
く
の
を
嫌
が
っ
た
。
今
で
い
う
登
校

拒
否
だ
。
朝
に
な
る
と
泣
い
て
家
の
柱
に
し

が
み
つ
く
私
に
、
親
も
と
う
と
う
根
負
け
し

て
、
一
年
後
に
学
校
が
近
い
町
へ
引
っ
越
し

て
く
れ
た
。
終
戦
直
後
の
慌
た
だ
し
い
世
情

の
中
で
の
ほ
や
ほ
や
の
一
年
生
だ
っ
た
。
二

人
の
兄
は
私
が
い
じ
め
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

い
つ
も
守
っ
て
く
れ
た
。 

話
が
冒
頭
の
餅
つ
き
に
戻
る
が
、
今
は
ス

ー
パ
ー
へ
行
き
さ
え
す
れ
ば
餅
は
い
つ
で
も

手
に
入
る
。
便
利
で
い
い
時
代
に
な
っ
た
も

の
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
昔
懐
か
し
い
餅
つ

き
の
情
景
が
消
え
て
な
く
な
っ
た
こ
と
に
寂

し
さ
を
覚
え
る
。 

昔
は
ど
こ
の
家
で
も
年
末
に
は
餅
を
つ
き
、

そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
一
年
で
一

番
楽
し
く
て
心
躍
る
出
来
事
だ
っ
た
。
二
十

九
日
の
「
憎
ま
れ
の
日
」
を
避
け
て
、
翌
三

十
日
に
な
る
と
夜
の
明
け
き
ら
な
い
う
ち
か

ら
、
ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
と
威
勢
の
良
い
杵

(

き
ね)

の
音
が
、
凍
え
る
夜
明
け
前
の
し
じ
ま

を
破
っ
て
近
所
中
に
響
き
渡
っ
た
。 

父
が
杵
を
振
り
下
ろ
し
、
母
が
手
に
水
を

飛
ば
し
な
が
ら
臼
の
中
を
捏(

こ)

ね
た
。
い
つ

も
は
喧
嘩
ば
か
り
し
て
い
る
二
人
な
の
に
、

こ
の
時
だ
け
は
何
故
か
阿
吽(

あ
・
う
ん
）
の

呼
吸
で
、
見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
醸
し
出
し
、

杵
を
振
り
下
ろ
す
父
の
「
よ
い
し
ょ
！
よ
い

し
ょ
！
」
の
歯
切
れ
の
よ
い
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
「
あ
い
よ
！
あ
い
よ
！
」
と
餅
を
捏
ね

る
母
の
姿
が
今
で
も
心
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。 

子
ど
も
た
ち
は
布
団
か
ら
抜
け
出
し
た
ま

ま
の
姿
で
炬
燵
に
入
り
、
餅
が
つ
き
あ
が
る

の
を
今
か
今
か
と
待
っ
た
。 

餅
を
つ
き
始
め
て
二
十
分
も
す
る
と
、
母

が
湯
気
の
立
っ
た
大
き
な
餅
の
塊
を
臼
か
ら

持
ち
上
げ
て
、
白
い
粉
を
ま
い
た
板
の
上
に

ど
さ
り
と
置
い
て
し
ば
ら
く
両
手
で
回
し
た

後
、
小
さ
く
千
切
っ
て
は
、
板
を
囲
ん
だ
子

ど
も
た
ち
の
前
に
転
が
す
よ
う
に
投
げ
た
。

そ
れ
を
我
先
に
と
奪
い
合
う
よ
う
に
し
て
、

手
の
平
で
丸
く
仕
上
げ
て
は
木
箱
に
次
々
に

並
べ
て
い
っ
た
。 

そ
う
な
の
だ
、
あ
の
と
き
は
兄
や
姉
も
い

て
、
兄
弟
姉
妹
の
全
員
が
笑
い
に
包
ま
れ
て

い
た
。
餅
は
正
月
に
食
べ
る
白
餅
が
中
心
だ

っ
た
が
大
き
な
鏡
餅
も
あ
っ
た
。
最
後
の
臼

で
ア
ン
餅
、
ア
ン
コ
ロ
餅
、
キ
ナ
コ
餅
、
酢

餅
な
ど
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ

れ
の
器
に
分
け
て
入
れ
ら
れ
る
と
、
皆
は
こ

ぞ
っ
て
好
み
の
餅
を
頬
張
っ
た
。
そ
の
頃
に

な
る
と
す
で
に
夜
は
明
け
て
い
た
。 

あ
の
土
間
の
あ
る
懐
か
し
い
台
所
で
、
家

族
が
揃
っ
て
餅
を
つ
い
た
年
月
が
、
良
い
意

味
で
の
家
族
愛
の
絆
を
強
く
し
た
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
今
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
あ

の
懐
か
し
い
餅
つ
き
の
情
景
を
思
い
出
す
度

に
、
心
の
中
に
一
抹
の
侘
し
さ
が
漂(

た
だ
よ) 

う
。 

 

ふ
る
さ
と 

一 

う
さ
ぎ
追
い
し 

か
の
山 

 
 

小
ぶ
な
つ
り
し 

か
の
川 

 
 

夢
は
い
ま
も 

め
ぐ
り
て 

 
 

忘
れ
が
た
き 

ふ
る
さ
と 

二 

い
か
に
い
ま
す 

父 

母 

 
 

つ
つ
が
な
し
や 

友
が
き 

 
 

雨
に
風
に 

つ
け
て
も 

 
 

思
い
い
ず
る 

ふ
る
さ
と 

三 

こ
こ
ろ
ざ
し
を 

は
た
し
て 

 
 

い
つ
の
日
に
か 

帰
ら
ん 

 
 

山
は
あ
お
き 

ふ
る
さ
と 

 
 

水
は
き
よ
き 

ふ
る
さ
と 

文
と
切
り
絵 

萩
原
幹
生 



 12 

2024 年 3～4 月 行事案内 

ひだまり倶楽部「春の法要」 

■日時 3月 20日（水/春分の日） 10時～ 

■場所 圓通寺(高松市西ハゼ町) 

■内容 9時 30分～周辺の清掃  10時～法要(野田住職) 

お問い合わせは、高齢協本部 ☎087-899-6311 まで。 み 

       ご一緒に楽しみませんか？ 

 

♠高松教室（高齢協本部）      ♠西讃地域センター 

♠ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347                ♣琴平・ダンス十八番（１3 時～17 時）        

・毎月土曜日の 2 回～3 回                         ☎日野 090-3188-1672 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(13 時 30 分～16 時 30 分)    ♣歌声「さつき」 
   ・毎週日曜日 木太コミュニティセンター             ・第 2・第 4 木曜日 

☎小西 090-1003-8568                             ☎宮崎 090-2781-0488 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297 

♠ボウリング同好会☎嶋岡 080-3166-2342       

♠ダンスを楽しむ会                         

・毎週金曜日（13 時～15 時） 木太コミュニティセンター 

☎木村 090-4501-3423 

♠詰田川自然農園☎金木 090-4337-3494 

♠グルメと散策を楽しむ会☎二宮 090-4974-8457 

♠さぬき満月会☎岡野 090-5273-1931 

 

                  

■ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 

 

 ▼取材で高齢協劇団「エルダーキャッツ」の小西金太郎団長にお会いしました。88 歳という年齢を全く感じ

させぬ矍鑠(かくしゃく)とした姿に、いつも元気をもらっています。芝居を“見る”のではなく、自ら“演じる”と

いうパワーこそが、原動力となっているのでしょう。心より敬意を表します。▼２月２５日にひだまり村で初開

催した「ふれあい交流会」は心温まる企画でした。厨房で手際よく調理する佐藤理事や福井さんの手さばき

も見応え十分。松本専務や宮本理事、杉本監事やスタッフのサポート体制も万全で、味はもちろん、見映えに

も工夫して参加者の満足そうな笑顔が印象的でした。地元との距離もぐっと縮まったに違いありません。▼

能登半島地震の被害はまだ全容が見えません。当地でも南海トラフが懸念されていますが、気候が温暖で、

比較的災害の少ない香川県民は危機意識が低いという指摘もされています。飲料水や非常用持ち出し袋の

確保、有事の際に家族と避難経路、集合場所を決めるなど、 今のうちにできることはたくさんあります。地

震列島日本に住む限り、“対岸の火事”ではなく、“他山の石”として真剣に向き合う必要がありそうです。(SH) 


